
育 成 天 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ天然稚樹   E区       |
対 馬

番 号

設定時 調査    H03.12.18 調査    104,11.16 調査    105.11.25 調 査 調 査

調 査 03.01

長元径 討 高

成 長 量

長元経 討 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 封 高

成 長 量

艮元径樹 稿 恨元径 討 高 長元径 討 高 艮元径 封 肩 長元経 討 高 艮元径 討 高

(cm) (cm) (cll) (cm) (cln) (cIIl) (cm) (cm) (cm) (cm) (CFn) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (Cm) (cln)

51 0.7 0.6 0.0 0.7 0.1 1.0 0.3

52 0.6 0.6 0.0 0.6 0.0 0 0,7 0.1

53 0.7 0.5 0.0 7 0.7 0.2 0.8 0.1

54 1.1 1.1 0.0 9 0.0 1.1 0.0

55 0.7 0.5 0.0 9 0.7 0.2 0.6 0.0 9

56 0.7 0.7 0.0 6 0,7 0.0 0.8 0.1 17

57 0.9 0.0 0.2 1.3 0.2

58 0.4 0.4 0.0 0.4 0.0 0.5 0.1

59 1.0 0.9 0.0 9 0.1 0.1

60 0.5 0.5 0.0 5 0.5 0.0 4 0.6 0.1 1

61 0.6 0.0 17 1.1 0.5 1.5 132 0.4

62 0.6 0.5 0.0 0.6 0.1 5 0.7 0.1 8

63 1.8 1,7 0.0 106 0.1 1.8 106 0.0 0

64 0.8 0.8 0.0 8 0.8 0.0 0.8 0.0 5

65 0.9 0.8 0.0 0.9 0.1 1.0 0.1

66 0.8 0.8 0.0 0.8 0.0 0 0.8 0.0 8

67 1.9 1.4 0.0 4 1.9 0.5 1.9 0.0

68 1.0 1.1 0,1 1.0 0.0 3 1.1 0.1

69 2.0 1.6 0.0 7 2.0 0.4 7 2.2 110 0.2

70 0.9 0.7 0.0 0.9 0.2 0.9 0.0

71 0.8 0.8 0.0 7 0.8 0.0 7 0.8 0.0 0

72 0.4 0.3 0.0 5 0.4 0.1 3 0.5 0.1

73 1.2 0.9 0.0 0.3 7 1.1 ,0.0

74 0.8 0.7 0.0 0.8 0.1 0.8 0.0

75 1.1 0.9 0.0 1.1 0.2 1.1 0.0

計 0.9 39.3 0.8 49.2 0,0 9.9 0.9 60.3 0.1 11.2 1.0 71.3 0.1 11.0
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平 成 6午 技 術 開 発 実 施 報 告

様式 2 長 崎 営 林 署

課  題 カヤ林分育成天然林施業

継続・新規 担

当

指 導 普 及 課

開

発

箇

所

大塁山口有林

319へ 1林小疑

開

発

期

間

平成 2年度

平成 11年度指示 。自主

任意

年 度 別 交 施 報 告 6年 度 実 施 報 告

(平成 2年度) 0、 95 HA
l.試験地設定 (2、 83)
2、 山31首の選定 (300本 )根回 (200本
3.植込 (根回し苗 150本、山引苗 50本 )
4.山引苗の移植 (根回 60本、山弓1首 50本
5.植生調査

(平成 3年度 )
1.保残本調査 (天然更新区)
2.活着率、成長量調査
3.山引養成冨の植え込み (100本 )

(平成 4年度 )
1.活着率、成長豊調査
2.枯損率調査

(平成 5年度 )
1.活着率、成長量調査
2,枯損率調査

2.
活着率、成長量調査

枯綴率調査

〆 ―オ

EG-TDESK01
長方形



実 施 事 項

1. 辞 ・ 買 薙 f譴 目 目 円 腱 里

(1)活着撃 (干成6年 11月調朧〕

※C区 (床薔根廻鶴機栽)の活着が悪いの触鞄燥によるものと思われる。

(2)―   (各プロット25本)

※い より低くなってい

…

‖抑6場である。

(3)―

(4)保 育
平成6年 6月下刈・併行うる切り暫

".

l」Lll;l議 中 一樹
典弓1-
齢

活潜諄1(り 76 68 60 92

1」1liヨ 11:i‖ i:::1:L 中 中麟
山弓1-
齢 都

成
　
長
　
量

樹
高 4,2 2.9 4,5 8,0

憔
径 0,1 0,1 0 0, 1 032

山引醸 申 姜麟
山3:根廻菌
繊

枯損率C 24 32 40 8

試  験  経 過  記  録 区 分 l任  意 封 馬 営 林 署

争
｀

て様 式 4)

師  lⅢ 調臓醍題Jヒ胸襲臓を1記入する。
2.晦

…

る。

■ヽ
、

争

亀



育 成 人 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ山引苗植栽    A区

暮 号

植 栽 後

第 1回
植裁時点

植栽時 調査    103.12.18 調査    H04.12.17 調査    H05.11.25 調査 H06.11.29 調 査

調 査 03.0`

艮元径 討 高

成 長 量

艮元径 討 高
成 長 量

展元径 討 高

成 長 量

長元径 封 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

艮元径 討 責 長元径 計 高 艮元径 討 高 根元径 討 高 艮元径 封 高 恨元径 封 高

(cm) (CIn) (cm) (cln) (cm) (Cm) (cm) (cm) (cm) (cln) (cm) (cm) (Cm) (cm) (cm) (cm) (cln) (Cm) (cm) (cm) (cln) (cln)

健 全 木 48 0.9

2 健 全 木 7 17 0.1

3 根部萌芽 6 6 枯 員 枯 員 古損

4 健 全 木 3 枯 員 枯 員 占損

5 健 全 本 9

6 上部枯損 1 1

7 上部枯損 40 1 1.0 7 0.0

8 上部枯損 3

9 上部枯損 2 1.1 1 1.1 1.1 1

10 上部枯損 0.8 3 枯 員 枯 員 古損

1■ 健 全 木 8 0

12 健 全 木 1.2 2 1.4 8

13 根部萌芽 0 2 2 6 4 古損

14 健 全 木 0.6 0 0

15 健 全 木 40 7 1.1 6

16 健 全 木 11

17 健 全 木 1 1 5

18 健 全 木 5 0 0.8 3

19 上部枯損 7 l 1 0.1 8

20 健 全 木 3 0.1 1 0

21 上部枯損 0 2 0

22 上部枯損 1 枯 員 枯 員 古損

23 上部枯損 1 0.2 3 2 古損

24 健 全 木 5 9 0

25 健 全 木 0.6 0 0 0

計 29.9 33.6 40.8 45.8 48.4

植栽本数 52本 52本 25本

健 全 木 31本 24本 ■9本

枯 損 木 21本 28本 6本

活 着 率 60% 54% 76%



育 成 大 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ床替苗植栽    B区

『  月

植 栽 後

第 ■ 回

調査時点

植栽時 調査    H04.11,16 調査    H05.11.25 調査 ヨ06.11.29 調 査 調 査

調査 H03.03

長元径 封 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 封 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

猥元径 討 高 長元径 計 高 猥元径 討 高 長元径 討 信 摂元径 討 高 長元径 討 高

(cm) (Cm) (Cm) (Cm) (Cm) (cm) (Cm) (cm) (cm) (Cm) (Cm) (Cm) (cm) (Cm) (Cm) (cm) (Cm) (cm) (cm) (Cm) (Cm) (cm)

L01 7

102 40 7 0 1

L03 0.5 8 2

L04 1 2

L05 1 古損

L06 1.2 11 3 2

L07 0 古損

L08 7 古損

109 7 0 5

110 5 古損

1■ ■ 7 3 0.1 3

112 11 l 1

13 2

14 0.6 0

115 1

1■ 6 0 4

1■ 7 5

18 2

19 0.4 3 古損

L20 0.5 1 古損

L2■ 0.6 2

L22 0.5 0.5 4

L23 0.5 枯 員 古損

L24 5 古損

L25 0.6 3 1

計 24.1 0.5 28.6 31.5 24.2

植栽本数 50本 50本 25本

健 全 木 30本 28本 17本
枯 損 木 20本 22本 8本

枯 損 率 40% 44% 68%



育 成 大 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 査 表

カヤ床替根廻苗植栽  C区

魯 号

後

回

栽

１

植

第

植栽時 調査   H04.H.16 調査    H05.11.25 調査 106.11.29 調 査 調 査

調 査 104.0〔

展元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 旨 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

展元径 村 高

成 長 量

長元径 討 高 長元径 討 高 艮元径 討 高 艮元径 誠 高 猥元径 討 高 根元径 討 高

調査時点 (Cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (Cm) (Cm) (cm) (cm) (cm) (Cm) (cm) (Cm) (Cm) (Cm) (cm) (Cm) (Cm) (Cm) (Cm) (cm) (cm)

26 0.6 0 1 古損

27 0.6 5 [

28 2 2 古損

29 5 3 6

30 3 4 古損

31 3 0.7 5

32 6 6 0

33 6 l 4

34 0.3 3 2 0

35 4 4 2

36 4 0 4

37 0.6 0.6 0 6 古損

38 0.6 0.6 3 3 古損

39 4 古損

40 0.6 0.6 7 0 古損

41 0.6 7 0.0 1 51 3

42 5 0.0 0 2

43 6 0.0 1 古損

44 7 0

45 0 0.0 6 古損

46 0.9 2 0.0 7 0

47 3 4 0

48 0.6 0.0 8 0

49 0 0.0 8 0

50 4 0.0 0 古損

計 32.2 36.4 40.2 0.0 27.3

植栽本数 52本 52本 25本

健 全 木 34本 34本 15本

枯 損 木 18本 18本 10本
活 着 率 65% 65% 60%



育 成 大 然 林 ラを ヤ 試 験 地 副同 響年 三更

カヤ山引苗根廻植栽  D区

『 号

植 栽 後

第 1回
植裁時点

調査    H03.12.18 調査    H04.12.17 調査    05.11.25 調査 H.06.11_29 調 査

調 査 03.0〔

長元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 討 高

成 長 量

長元径 封 高

成 長 量

根元径 討 高

成 長 量

艮元径 封 高 根元径 討 高 長元径 討 高 長元径 討 高 艮元径 封 高 長元径 討 高

(cm) (cm) (Cm) (cm) (Cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (Cm) (cm) (cm) (cm) (Cm) (Cm) (cm) (cm) (Cm) (cm)

76 健 全 木 1.2 4 1.5 1.5

77 上部枯損 2 1.6 0 1.5 0

78 上部枯損 0.8 2 0

79 上部枯損 0.6 3 2

80 健 全 木 0,8 0 1.1 0.1 6

81 根部萌芽 0 7 7 7 0 枯 損

82 健 全 木 4 0.1 0 1

83 上部枯損 0.6 0.6 2 3

84 上部枯損 1.2 1.2 5 1.3 0 1.4 0 1

85 上部枯損 4 0.1 2 17 1

86 上部枯損 0.6 0.6 4 0

87 健 全 木 4 0 0.1

88 上部枯損 4 0

89 健 全 木 0 4

90 上部枯損 0 0 0.1 1

91 健 全 木 0 1.1 1.1

92 上部枯損 3 0.9 3 3 枯 損

93 上部枯損 0.6 8 0 5

94 健 全 木 0.6 5 0 0.1 1

95 健 全 木 4 3 0

96 健 全 木 3 9 6

97 上部枯損 8 2 l 0.1 1

98 健 全 木 5 0 0

99 健 全 木 3 5 0 1

100 健 全 木 1.1 1.1 5 1.2 7 1.2

計 0。 7 35.5 39.5 41.9 44.4 47.3 0.1

植栽本数 156本 156本 25本
健 全 木 51本 47本 23本
枯 損 木 105本 109本 2本

活 着 率 33% 70% 92%



育 成 大 然 林 カ ヤ 試 験 地 調 杏 表

カヤ天然稚樹   E区 対馬営林署

S号

設定時 調査    H03.12.18 調査    H04.11.16 調査    H05.11.25 調査 H.06.11.29 調 査

調査 H03.01

摂元径 討 高

成 長 量

艮元径 封 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

長元径 討 高

成 長 量

艮元径 封 高

成 長 量

展元径 討 高 長元径 討 高 長元径 討 高 長元径 討 高 長元径 封 高 長元径 討 高

(釧 ) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (Cm) (cm) (Cm) (cm) (Cm) (cm) (cln) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) (cm)

51 0.7 0.6 0.0 6 0,7 0.1 1.0 0.3 8 1.1 0.1

52 0.6 0.6 0.0 0.6 0.0 0 0.7 0.1 9 0.8 0.1

53 0.7 0.5 0.0 7 0.7 0.2 0.8 0.1 0.9 0.1

54 1.1 1.1 0.0 9 1.1 0.0 1.1 0.0 1.2 0.1

55 0.7 0.5 0.0 0.7 0.2 0.6 0.0 9 0.8 0.2

56 0.7 0.7 0.0 0,7 0.0 0.8 0.1 17 1.3 0.5

57 1.1 0.9 0.0 1.1 0.2 0.2 1.6 0.3 7

58 0.4 0.4 0.0 0.4 0.0 0.5 0.1 0.7 0.2

59 1.0 0.9 0.0 1.0 0.1 0.1 1.3 0.2

60 0.5 0.5 0.0 5 0.5 0.0 4 0.6 0.1 1 古損 0.0

61 1.1 0.6 0.0 1.1 101 0.5 132 0.4 2.0 140 0.5

62 0.6 0.5 0.0 0.6 0.1 5 0.7 8 0.8 0.1

63 1.8 1.7 0.0 1.8 106 0.1 1.8 106 0.0 0 2.1 122 0.3

64 0.8 0。 8 0.0 0.8 0.0 0.8 0.0 5 1.0 0.2

65 0.9 0.8 0.0 0.9 0.1 1.3 0.3

66 0.8 0.8 0.0 0.8 0.0 0 0.8 0.0 8 古損 0.0

67 1.9 1.4 0.0 1.9 0.5 1.9 0.0 2.1 110 0.2

68 1.0 1.1 0.1 1.0 0.0 1.1 1.3 0.2

69 2.0 1.6 0.0 7 2.0 0.4 7 2.2 110 0.2 2.5 132 0。 3

70 0.9 0.7 0.0 0.9 0.2 0.9 0.0 2 1.1 0.2

71 0.8 0.8 0.0 7 0.8 0.0 7 0.8 0.0 0 1.0 0.2

72 0.4 0.3 0.0 5 0.4 0.1 3 0.5 9 0.5 0.0

73 1.2 0.9 0.0 1.2 0.3 7 1.1 0.0 0 1.4 0.3

74 0.8 0.7 0.0 0.8 0.1 0.8 0.0 2 0.9 0.1

75 0.9 0.0 8 1.1 0.2 1.1 0.0 5 1.1 0.0

計 0.9 39.3 0.8 49.2 0.0 9.9 0.9 60.3 0.1 11.2 1.0 71.3 0.1 11.0 1.2 72.5 0.2 8.0



千 戌 7千 桂 備 開 織 義 施 報 告

練式 2‐ 2 長晴営林響 対馬森神経営センター

カヤ林分育成天然林施素

森 林 整 備 課

大皐山国有林

319へ林小班

平成 2年度

平成 11年度

年 度 別 実 施 報 告 7年 度 実 施 報 告

(平成2年度) 0.95 HA
l.試験地設定 (2.03)
2.山引宙の選定 (300本 )根回 (200本
3.植込 (根回し苗150本、山り1苗 50本 )
4.山弓1苗の移植 (根回50本、山弓1苗 50本
5.構生調査

(平成3年度 )
1.保残本調査 (天然買新区)
2.洒着率、成長量調査
3.山弔1養成首の植え込み (100本 )

(半成4年度)
1″ 活着率、成長量編費
2・ 枯損率調査

(年威5年度)
10活書率、成長量調査
2.枯犠中調査

(平成6年度)
1。 酒着率、成長量調査
2.枯損率調査

1。 活着率、成長彙調査
2.枯薇率調査



試   験    経  過    記    録 区 分 1任  意
…

ンター

〔様 式 4〕

山引苗植裁 中 中欄
IJLi3111::][:lili

綴

辞    {助 76 72 64 92

実 議 事 項

1 . 辞 ・

―
(1)活着華 (平成7年 12月調査)

※C区 (― )の活着が悪L10-に よるものと思われる。

(2)成長員 (各ブロツト25本)

※ 前繹痕樹高より低くなつているOlurl、損o為である。

(3)観 率

山引薇植栽 動
山弓1根廻慮
樹 螂

成
　
長
　
自菫

樹
高 6.3 5.0 5.4 5.3 13.3

麟
径 0.1 0 0.1 0.1 0.1

鰯 11lilil:二 1:t

― 螂機
1lL131麟
構

枯 損 率{% 24 28 36 8

記嘲要領 1.調匿鵜課吸び考漂を記入する。



様式2
技 術 開 発 実 施 報 告

・
計 画

熊 本 営 林 局

課

題 カヤ林分育成天然林施業

継 続
担

　

当
森林整備課

発

　

所

開
　

箇

長崎営林署

(対馬経営
センター)目

　

　

的

天然稚樹の人工植栽及び天然下種による更新方法と保育等施業体系の確立を図る。
任 意

開発期間 平成 2年度 ～ 平成 11年度

年 度 男リ 実 施 経 過 8年 度  実 施 報 告 9年 度  実 施 計 画 備 考 (評価及び普及計画等)

１

＜

＜

２

３

４

５

６

７

試験地設定 (平成 2年度)
場所 大星山国有林 19へ 1林小班
面積 2.83ha
山引苗の選定 カヤ300本 根回し200本  (平成 2年度)
植生調査    (平 成 2年度)
保残木調査 (3年度)
活着率,成長量調査  (3,4,5,6,7年 度)

山引養成苗の植込み  (3年度)
枯損率調査 (4, 5,6,7年度)

1 保育 (下刈)

2 調査区設定

3 生育密度調査

4 成長量調査

事業費 (技術開発) 157 千円

１

　

　

２

保育 (除伐)

枯損率調査

事業費 (技術開発) 20 千円

(22)

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



様式 2

技 術 開 発 実 施 報 告

‐
計 画

熊 本 営 林 局

課

題 カヤ林分育成天然林施業

継 続
担

　

当

森林整備課

発

　

所

開

　

箇

長崎営林署

(対馬経営
センター)目

　

　

的

天然稚樹の人工植栽及び天然下種による更新方法と保育等施業体系の確立を図る。

任 意

開発期間 平成2年度 ～ 平成 11年度

年 度 別 実 施 経 過 9年 度 実 施 報 告 10年 度 実 施 計 画 備 考 (評価及び普及計画等)

1試験地設定 (平成 2年度)
(1)場所 大星山国有林 19へ 1林小班
(2)面積 2.83ha
2山引苗の選定 カヤ300本 根回し200本
3山引養成苗の植込み  (平成 3年度)

(平成 2年度 )

4調査事項
(1)植生調査
(2)保残木調査

(3)活着率,成長量調査
(4)枯損率調査

(平成 2年度)
(平成 3年度)
(平成 3～ 8年度)
(平成 4～ 7年度)

保 育
除 伐

枯損率調査

事業費 (技術開発) 20 千円

保 育
除 伐
成長量調査

事業費 (技術開発 ) 63 千円
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技 術 開 発 実 施 報 告  ‐ 計 lpl

様式 2 九 州 森 林 管 理 局

課

題 19 カヤ林分育成天然林施業
続

意

継

任

担

　

当

森林整備課

発

　

所

開

　

箇
長崎森林管理署

(対馬経営セン

ター)
目

的

天然稚樹の人■1植栽及び天然下種による更新方法と保育等施業体系の確立を図る。

開発期間 平成 2年度 ～ 平成 11年度

年 度 別 実 施 経 過

10年 度 実 施 報 告
11年 度 実 施 計 画

施 内 容実 (欝価及び普及指重)
1試験地設定 (平成 2年度 )
(1)場所 大星山国有林 19へ 1林小班
(2)面積 2.8 3 1la

2山引苗の選定  (平成 2年度 )
カヤ300本  根回し200本

3山引養成苗の植込み  (平成 3年度 )

4調査事項
(1)植 生調査

(2)保残木調査

(3)活着率,成長量調査
(4)枯損率調査

(平成 2年度 )

(平成 3年度 )

(平成 3～ 8年度 )
(平成 4～ 9年度 )

育

伐

保

除

保育

除伐

成長量調査

雑木類が発生し,カヤの生育に影響を及ぼ
しており現在までの成果はあまり良くない。

平成 11年度で終了予定。

成長量調査
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様式  3
技 術 開 発 完 了 報 告

九 州 森 林 管 理 局

課   題 カヤ林分育成天然林施業 開 発 期 間 平成 2年度～平成 11年度

開発箇所 長崎森林管理署 対馬経営センター
大星山 国有林 19へ 1林小班

技術開発目標 天然稚樹を山引き養成し、人工植栽及び天然下種により更新方法

と保育施業体系の確立を図る。

担  当 指導普及課

開発 目的 天然稚樹の人工植栽及び天然下種による更新方法と保育等施業体系の確立を図る

実施経過

1試験地設定 (平成 2年度 )

(1)場所  大星山国有林 19へ 1林小班
(2)面積  2.8 3ha
2山 引苗の選定 (平成 2年度 )

カヤ 300本  根回し 200本
3山引養成苗の植込み (平成 3年度)

5保育

下刈

つる切

除伐

9 5ha(平 成 6年度)
9 5 ha(平成 6年度)
9 5 ha(平成 10年度)

4調査事項

(1)植生調査

(2)保残本調査

(3)活着率,成長量調査
(4)枯損率調査

5保育

(平成 2年度)

(平成 3年度)

(平成 3～ 11年度)
(平成 4～ 11年度)

開発成果

平成 11年度末現在の生育状況 残存本勢
山引苗植栽区   (A)   17
山引苗育苗植栽区  (3)   16
根回し育苗植栽区  (C)   14
山引根回し苗植栽区 (D)   22
天然更新区    (E)   21

(本) 平均樹高 (m)
68%) 0.89
64%) 0 57
56%) 0 71
88%) 0 87
84%) 1. 34

平均根元径 (cm)
1   6

1   0

1.  2

1.  5

2.  5

評価及び

普及指導

1 山引移植苗と天然稚樹においては天然稚樹の方が良かった。

育苗植栽は山引苗植栽及び天然稚樹に比べ生育が悪かつた,(育首時の管理又は植栽箇所の問題)
各区においても天然広葉樹の侵入が著しく、平成 10年度に一部除伐はしたものの、カヤは現在被圧された状態となつており生育は全体的に良くない。

今後においては、広葉樹の生育が旺盛であり、カヤは自然淘汰され枯死するものと思われるので、カヤ用材林を育成するためには、坪刈りなど
よリカヤ優良木の刈出しを現地の生育状態を把握

しながら実施することが必要である。

4
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